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一
般
質
問

一
般
質
問

診
療
所
療
食
部
門
の

　
　
　
　
　
　
　状
況

寒
河
江
宏
一
議
員

　８
月

末
で
、
診
療
所
療
食
部
門

の
委
託
業
者
が
撤
退
し
た

が
、
直
接
経
営
し
た
場
合

の
違
い
に
つ
い
て
伺
う
。

柴
田
診
療
所
事
務
長

　平

均
月
６
人
が
入
院
で
積
算

し
た
場
合
、
委
託
料
は
年

間
１
１
６
０
万
円
で
、
町

営
の
場
合
は
１
３
４
０
万

円
と
な
り
、
年
間
１
８
万

円
の
増
と
な
る
。

町
立
診
療
所
の
将
来

寒
河
江
議
員

　県
で
は
、

今
年
度
中
に
「
山
形
県
地

域
医
療
構
想
」
策
定
を
進

め
、
最
上
地
域
の
現
在
８

９
１
あ
る
病
床
数
を
３
１

７
減
ら
す
構
想
で
あ
る
。

町
立
診
療
所
の
将
来
を
、

早
期
に
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

診
療
所
事
務
長

　診
療
所

が
将
来
果
た
す
べ
き
役
割

に
つ
い
て
、
最
上
地
域
保

健
医
療
対
策
協
議
会
や
山

形
大
学
等
と
連
携
を
さ
ら

に
強
め
な
が
ら
、
慎
重
に

検
討
す
る
。

町
長

　今
後
の
新
庄
県
立

病
院
の
改
築
に
伴
っ
て
、

診
療
所
の
役
割
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
町
民
の
福
祉
向

上
を
考
え
検
討
す
る
。

寒
河
江
議
員

　町
で
誘
致

し
４４
年
以
上
に
な
る
企
業

や
地
元
の
会
社
は
、
自
社

で
土
地
を
求
め
、
建
物
を

建
て
現
在
で
は
、
金
山
町

に
無
く
て
は
な
ら
な
い
企

業
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
、
現
在
あ
る
企

業
の
現
状
と
課
題
を
把
握

し
、
新
た
な
支
援
策
へ
の

考
え
を
伺
う
。

丹
産
業
課
長

　町
内
企
業

の
意
見
を
伺
い
、
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
新
た
な
支

援
策
を
検
討
す
る
。

寒
河
江
議
員

　金
山
町
は
、

豪
雪
地
域
で
あ
り
会
社
内

の
痛
ん
で
い
る
道
路
を
修

繕
す
る
助
成
制
度
は
な
い

の
か
。

藤
山
環
境
整
備
課
長

　企

業
で
も
、
金
山
町
生
活
道

路
整
備
事
業
な
ど
が
、
活

用
で
き
る
の
か
検
討
す
る
。

寒
河
江
議
員

　常
用
労
働

者
雇
用
奨
励
金
等
は
、
町

民
で
あ
り
税
金
等
を
納
め

て
い
る
海
外
の
方
で
も
対

象
に
な
ら
な
い
の
か
。

産
業
課
長

　町
の
労
働
対

策
事
業
等
が
、
対
象
と
な

る
の
か
確
認
す
る
。

町立診療所の将来象は

回答

公
共
施
設
の
利
用
状
況

の
変
化
に
早
め
の
対
応

が
必
要
で
は

高
橋
浩
樹
議
員

　今
後
、

人
口
減
少
等
に
よ
り
公
共

施
設
の
利
用
需
要
が
変
化

し
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
維
持
管
理
の
た
め
の

修
繕
も
検
討
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
で

は
「
金
山
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
を
策
定

し
た
が
、
少
子
高
齢
化
か

ら
小
学
校
の
統
廃
合
や
、

介
護
施
設
の
不
足
が
予
想

さ
れ
る
。
統
廃
合
に
な
っ

た
場
合
、
遊
休
施
設
と
な

る
施
設
の
利
用
や
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
用
途

変
更
な
ど
を
含
め
た
検
討

が
必
要
と
考
え
る
。
公
共

施
設
の
過
不
足
を
予
想
し
、

施
設
整
備
の
方
向
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

佐
藤
政
策
財
政
監

　労
働

人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢

化
等
に
よ
り
財
政
状
況
は

厳
し
く
な
る
事
が
予
測
さ

れ
る
。
町
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
確
保
し
て
い
く

に
は
、
町
民
、
議
会
、
行

政
が
一
体
と
な
り
問
題
意

識
を
共
有
し
、
知
恵
を
出

し
合
う
必
要
が
あ
る
。
平

成
３２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
次
期
総
合
発
展
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
、

先
行
し
て
公
共
施
設
の
見

直
し
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。
老
朽
度
、
利
用
状
況
、

コ
ス
ト
状
況
、
社
会
ニ
ー

ズ
の
変
化
な
ど
を
勘
案
し
、

公
共
施
設
の
縮
減
と
、
既

存
施
設
の
有
効
活
用
を
図

っ
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
し
て
の
利
用
は

高
橋
議
員

　教
育
施
設
が

遊
休
施
設
と
な
っ
た
場
合
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
用
途
変
更
の
考
え
は
な

い
か
。

政
策
財
政
監

　現
段
階
で

は
検
討
し
て
い
な
い
。
将

来
的
に
遊
休
施
設
が
発
生

し
、
運
営
母
体
と
な
る
法

人
か
ら
の
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
譲
渡
な

ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

高
橋
議
員

　舟
形
町
で
は

町
内
４
施
設
と
協
定
を
結

び
、
高
齢
者
や
要
介
護
者

の
災
害
時
の
受
け
入
れ
を

７０
人
確
保
し
て
い
た
が
、

現
在
の
町
介
護
施
設
と
介

護
職
員
数
で
対
応
出
来
る

の
か
。

町
長

　災
害
時
に
は
、
み

す
ぎ
荘
だ
け
で
は
収
容
し

き
れ
な
い
の
が
実
態
で
あ

る
、
現
在
の
町
の
施
設
で

一
時
的
に
受
け
入
れ
場
所

と
し
て
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
人
材
的
に
も
離

職
率
の
高
い
職
業
と
い
う

事
か
ら
、
こ
れ
か
ら
災
害

時
の
対
応
を
改
め
て
考
え

て
み
た
い
。

武
内
町
民
税
務
課
長

　現

在
、
み
す
ぎ
荘
で
は
、
避

難
場
所
と
し
て
新
た
に
４０

名
の
受
け
入
れ
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
、
他
に
も

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
く

し
苑
で
１
５
０
名
ほ
ど
の

受
け
入
れ
が
出
来
る
と
考

え
て
い
る
。

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
等
へ

の
利
用
は

高
橋
議
員

　国
、
県
で
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
外
国
人

観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
「
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
」
、「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」

と
い
っ
た
シ
ュ
ー
ネ
ス
ハ

イ
ム
と
は
違
う
客
層
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
低
価
格

宿
泊
施
設
と
し
て
の
利
用

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

政
策
財
政
監

　神
室
振
興

公
社
で
シ
ュ
ー
ネ
ス
ハ
イ

ム
金
山
を
運
営
し
て
い
る

が
、
ホ
テ
ル
の
集
客
状
況

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

町
主
導
で
新
た
な
宿
泊
施

設
を
運
営
す
る
事
は
考
え

て
い
な
い
。

町
長

　ホ
テ
ル
の
健
全
運

営
が
大
前
提
に
な
る
の
で

重
複
す
る
方
策
は
難
し
い
。

今
後
、
施
設
利
用
を
考
え

て
行
く
必
要
が
あ
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
問
う

回
答

町民の福祉を考え検討

いま頑張っている
　　 企業へ支援策を
回答 新たな支援策を検討

譲
渡
、
解
体
に
よ
る
将
来
コ
ス
ト
を
削
減

寒河江 宏 一 議員 高 橋 浩 樹 議員

教育文化資料館（旧朴山分校）

谷口がっこそば（旧谷口分校）

道草ぶんこう（旧田茂沢分校）

NPO法人中田倶楽部（旧中田小学校）

ある企業の場内

金山診療所


